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ダイダイウミウシ(後鯉亜綱、クロシタナシウミウシ科)の幼若体

新稲　-仁*・久保田　信**

Kazuhito Niina and Shin Kubota: Juvenile of Doriopsilla miniata (Opisthobranchia, Dendrodorididae)

は　じ　め　に

ウミウシ類では卵塊中で発生する受精卵は多くの種で

べリジャー幼生として鮮化し,貝殻から左右に突出した

面盤の繊毛によって遊泳し,変態・着底までの間,通常

はプランクトン生活を送る。べリジャー幼生の持つ貝殻

は,通常は成長途上,あるいは変態中に失われるが,そ

の後の幼君体の成長につれて成体の特徴が現れてくる。

また,後紙類の多くのグループには,貝殻をもったまま

老成する原始的なものも存在する。 Rose (1985)による

と,オーストラリア産後鯉類の調査対象となったもので

は,卵黄に依存した発生様式を持つものはわずか7%で

あり,直達発生型及び卵黄依存型幼生を除く残りの72%

もの幼生が,自力捕食に頼らなければならず,このこと

が幼生の飼育を困難にしており,故に,この類の生活史,

特に幼生期から幼君体へ変態するまでの発育段階につい

ては謎が多く,今後の調査研究が残されている(西村・

鈴木, 1971)。

今回,和歌山県白浜町県道34号線沿いの転石帯海岸よ

り得た1個体のダイダイウミウシDoriopsillaminiata

(Alder & Hancock)が飼育槽内で産卵を行い,その後,

幼若体として醇化するという本種では本邦初の記録を観

察できた。卵殻内ではべリジャー幼生の形態をとって

いた時期があった為,直達発生と呼ぶよりも後鯉類では

調査されたものの内の21%として観察されている発生

事例(Rose,1985)の一例として報告する。本種はわが

国では房総半島から九州にかけて広く分布し,体長は

40mに達し(横谷, 1992;鈴木, 2000;益田, 2007),

白浜沿岸にも分布する。

材料　と　方法

2008年4月20日の昼間の干潮時,水深1 mの浅瀬の転

石の裏側より体長20mmのダイダイウミウシ1個体を採

取した。この個体は成体の写真撮影のみを目的とした

為,放流までの7日間の飼育とし,複数の小石を入れた

1リットル容器中に現場海水を入れて飼育し,水替えは

日に2回行った。水温は室温とした為に昼夜の変動は多

少あったものの,およそ20℃前後であった。

産卵された卵塊は,マイクロスパーテルにより基底か

ら剥がし, 200ミリリットル容器に移して,水温20℃に

て観察を続け,醇化に成功した。醇化後の幼若体も卵塊

と同じ条件で飼育を行った。ただし,水替えは日に1回

とした。

結果と考察

卵塊はウズマキ状のもので,アオウミ　ウシ

Hypselodorisfestiva (Angas)のものに形状は似る。卵塊

は無色であるが,卵そのものは樺色を呈している為,全

体として淡い栓色に見え,成体と同じ色彩であった。

このように成体と同じ色彩を持つという特徴はアオウミ

ウシ等と異なる。受精卵は卵塊内において,成体とほぼ

同じ姿になるまで発生を進めた。

産卵は飼育期間中に,小石の裏側に行われていた為,

卵塊の存在に気付くのが遅れ,正確な日時が不明となっ

たが,鮮化までには数週間以上を要したと推察される。

この期間は,今回のダイダイウミウシと同条件の水温と

容器容量にて10日前後でべリジャー幼生での醇化が観

察できたアオウミウシ,シロウミウシChromodoris

orientalisRudman,サ　ラ　サ　ウ　ミ　ウ　シChromodoris

tinctoriaRuppell&Leuckart,エムラ　ミ　ノウミ　ウシ

Hermissenda crassicornis (Eschscholtz)に類似するミノ

ウミウシの1種などと比較すると(新稲,未発表,

時を長く要した。このことは,更に幼若体までの発生を

卵塊内で進める為に,必要な時間が加わった為と推察さ

nmm

貯化した本種の幼君体は体長1mm内外で(図1 I

4),醇化後の数時間は卵塊上に留まるが,その後は卵塊

から離れて活発に旬旬した。また,卵と同様の樺色をそ

の体色として保持していたが,その後の1ケ月あまりの

飼育中に,幼君体は徐々に体色を失った。この現象は卵
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図1 -4　和歌山県白浜町産のダイダイウミウシDoriopsillaminiaiaの幼君体
1 :卵殻を破り,卵塊内へ出ようとする幼君体(-),側面図
2 :卵塊の表面を破って貯化寸前の幼君体
3 :醇化直後の幼君体
4 :将化後数時間を経過した幼君体

黄消費に伴うものと推察される。この事から,恐らく体

色の維持は色素,若しくはその色素の前駆体を餅として

摂り入れ続ける必要があると推察されるが,色素が細胞

外に存在するものなのか,飲作用即ちピノサイト-シス

によって細胞内に取り込まれたものなのかを精査する必

要がある。

食性については, 「肉食性でカイメン類」 (益田, 2007)

との報告があるので,数種のカイメン類を与えて飼育を

した。その結果,ユズタマカイメンTethyaaurantium

Pallasの芽球に集まるのが観察されたが,摂糾していた

かどうかは確かめられなかった。しかし体色の消失か

ら,当該幼君体が摂餌していた可能性は低いであろう。

幼君体の行動は,成体のそれと同様であり,尾端で体

を支えて上体を伸び上がらせたり,水面の裏側を這う等

の行動が観察された。これらの観察結果から,当該ウミ

ウシの幼若体は成体の約1 !20とサイズの違いこそあれ,

Bonar(1978)による不変態発生の一例にあたるのであろ

o

飼育期間中,一時的に成長した幼君体の多くは,その

後は体がだんだんと縮んでゆき,最終的にはすべての幼

若体は死亡した。
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